
平成２４年度一般会計当初予算説明資料
２款 総務費

中山間振興・定住促進課→事業実施：とっとり暮らし支援課（内線：７１２９）４項 市町村振興費
２目 自治振興費 (単位：千円)

財 源 内 訳
事 業 名 本年度 前年度 比較

起 債 その他 一般財源 備考国庫支出金

みんなで支え合う中山 ( )基金繰入金
間地域づくり総合支援 53,661 26,871 26,790 36,161 17,500
事業
トータルコスト 61,707千円（前年度36,457千円）［正職員：1.0人］
主な業務内容 中山間地域における買い物支援などコミュニティビジネスの実施や地域づく

りに必要な経費を助成
広域的な地域運営組織づくり支援（組織が設立された市町村数：10）工程表の政策目標（指標）

事業内容の説明 【｢とっとり支え愛基金｣充当事業】
１ 事業の目的・概要

中山間地域に不足する買い物支援などのコミュニティビジネス(※１)や、中山間地域を元気に
する取組を開始しようとする者を支援する。

２ 主な事業内容
（１） 買い物支援事業（事業費：27,150千円）【拡充】

移動販売、宅配サービス、空き店舗を活用した小売 他（まちなか含む)想定される活用事例

補助対象者 市町村、個人、事業者、広域組織、住民代表、NPO等
【新規】買い物支援に係る検討に要するソフト経費補助対象経費 ①

②車両導入、空き店舗改修など初期投資に係る経費
③移動販売事業者の車両更新に係る経費

（３年間を限度）④【新規】移動販売車の運営経費
補助率及び限度額 ①1/2以内(市町村任意) 、500千円※２

5,000千円②1/2以内(市町村任意) 3,000千円⇒※２、【拡充】
3,000千円③1/3以内 1,000千円⇒(市町村1/3)、【拡充】

④市町村補助額の1/2 1,000千円（逓減方式）、

（２）社会貢献型コミュニティビジネス支援事業（買い物支援以外）（事業費：3,400千円）
高齢者見守りや掃除、送迎サービス、墓参り代行 他（まちなか含む）想定される活用事例

補助対象者 市町村、個人、事業者、広域組織、住民代表、NPO等
補助率及び限度額 1/2 以内（市町村任意) 、1,500千円※２

（３） 広域的地域運営組織づくり支援事業（事業費：3,500千円）【拡充】
補助対象者 市町、広域組織( )準備段階を含む
補助率及び限度額 1/2以内(市町任意) 、1,000千円※２

（４） 地域活性化支援事業（事業費：13,000千円）【拡充】
伝統文化の伝承、都市部との交流（施設整備含む） 他想定される活用事例

NPO、集落等補助対象者 市町、広域組織、
補助率及び限度額 1/3以内(市町1/6) 、ソフト1,000千円、ハード3,000千円※２

（５）地域資源活用型コミュニティビジネス支援事業（4,500千円）
特産加工品製造販売施設、農家レストラン、宿泊施設 他想定される活用事例

補助対象者 事業者、企業、組合、広域組織、NPO、集落等
補助率及び限度額 1/3以内(市町1/6) 、ソフト1,000千円、ハード3,000千円※２

（６） （事業費：1,800千円）【新規】小規模高齢化集落 特別応援事業(※３)

NPO等が小規模高齢化集落を中心に行う活動想定される活用事例

補助対象者 NPO、その他任意団体
補助率及び限度額 定額（300千円）（単年毎の申請、ただし２年目は200千円）
※１：コミュニティビジネスとは、県民等が中心となって地域が抱える課題を解決に導こうとする事業をいう

※２：広域組織については「市町村が補助する額の2/3」との比較で事業主体への補助率が高い方

※３：小規模高齢化集落とは、いわゆる限界集落(高齢化率50%以上、世帯数20戸以下)のこと

（７）審査会開催費及び事務費（311千円）
３ これまでの取組状況、改善点

事業を活用して空き店舗による小売業や移動販売を開始したことにより、交通弱者への生活支
援、地域内産物の販売促進、地元雇用の創出、遊休施設の有効活用につながった。また、小学校
・公民館単位で新たに設立される広域的運営組織数も徐々に増加してきたところ。今回の中山間
地域振興条例改正に伴い、中山間地域対策の施策の強化を図る。


